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１１
月
５
日
（
土
）
〜
７
日
（
月
）

の
３
日
間
、
岡
山
県
で
『
輝
い
て
！

お
か
や
ま
大
会
』（
第
５
回
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
５
日
は
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
皇
太
子
殿
下
を
お
迎
え
し
て

の
開
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
開
会
式
の
選
手
入
場
で
は
、
地

元
岡
山
県
出
身
の
木
原
光
知
子
さ

ん
（
水
泳
）、
森
末
慎
二
さ
ん
（
体

操
）、
有
森
裕
子
さ
ん
（
マ
ラ
ソ
ン
）

が
、
特
別
応
援
団
と
し
て
、
式
典

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
歓
迎
演
技

で
は
、
岡
山
県
に
ゆ
か
り
の
深
い

タ
ン
チ
ョ
ウ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
調
の
踊
り
、

古
代
吉
備
王
国
の
製
鉄
文
化
を
表

現
し
た
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
ダ
ン
ス
、

そ
し
て
、
会
場
に
は
吹
奏
楽
の
演

奏
者
の
他
、
５
０
０
名
近
い
コ
ー

ラ
ス
の
方
が
お
り
、
素
晴
ら
し
い

開
会
式
と
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
『
輝
い
て
！
お
か
や
ま
大

会
』（
第
５
回
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
）
は
身
体
・
知
的
・
精
神
の

障
害
を
持
っ
た
人
た
ち
が
参
加
し

て
い
る
全
国
大
会
で
す
。
競
技
種

目
は
、
陸
上
競
技
、
車
椅
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
、
ほ
か
全
部
で
１５
種
目
あ

り
、
昨
年
の
大
会
で
は
、
フ
ラ
イ

ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技
（
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
）
で
本
学
の
枝
川
哲
也
さ
ん

が
見
事
優
勝
し
て
い
ま
す
。 

  

     

　
さ
て
、
開
会
式
が
行
わ
れ
た
桃

太
郎
ス
タ
ジ
ア
ム
で
は
、
午
後
か

ら
陸
上
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）
が
、
ス
タ
ン
ド
か

ら
競
技
場
ま
で
選
手
を
案
内
・
誘

導
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
隣
接
し

て
い
る
桃
太
郎
ア
リ
ー
ナ
で
は
、

車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
車
椅
子
が

倒
れ
る
く
ら
い
激
し
い
戦
い
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
視
察
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
を

一
言
で
表
現
す
れ
ば
、『
歓
迎
す
る
・

も
て
な
す
』
と
い
っ
た
意
味
の
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
で
す
。
お
か
や
ま

大
会
で
は
全
国
か
ら
参
加
し
た
人

に
対
し
、｢

歓
迎
し
ま
す｣

と
い
う

温
か
な
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。 

　
来
年
度
は
、
の
じ
ぎ
く
兵
庫
大

会
が
開
催
さ
れ
、
本
学
の
学
生
も

学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
多
数
参

加
し
ま
す
。
お
か
や
ま
大
会
で
学

ん
だ
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
精
神
を

活
か
し
、
の
じ
ぎ
く
兵
庫
大
会
を

盛
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

　
来
年
１０
月
、
地
元
兵
庫
県
に
お
い
て
、
の
じ
ぎ
く

兵
庫
大
会
（
第
６
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
の
じ
ぎ
く
兵
庫
大
会
は
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
考
を
視
野
に
い
れ
た
、
全
国
規
模
の

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
す
。 

　
本
学
で
は
、
の
じ
ぎ
く
兵
庫
大
会
を
支
援
す
る
た

め
、
約
１
０
０
名
の
学
生
を
同
行
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
派
遣
し
ま
す
が
、
来
年
度
の
前
期
に
は
、
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
こ
と
、
障
害
に
対
し
て
配
慮
す

べ
き
こ
と
、
接
遇
マ
ナ
ー
な
ど
の
学
習
、
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
体
験
、
応
援
グ
ッ
ズ
の
作
成
な
ど
、
大
会
参

加
へ
の
準
備
を
行
い
ま
す
。 

　
兵
庫
県
で
の
開
催
を
前
に
、
今
年
度
開
催
地
で
あ

る
岡
山
県
で
、
２
名
の
教
員
と
と
も
に
学
生
た
ち
も

開
会
式
を
視
察
し
ま
し
た
。 

のじぎく兵庫大会（第6回全国障害者スポーツ大会） 
平成１８年１０月１２日（木）～１７日（火） 

 

〜
の
じ
ぎ
く
兵
庫
大
会 

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
に
む
け
て
〜 

 



　
本
学
大
学
祭
「
汐
風
祭
」
は
、

学
生
た
ち
に
と
っ
て
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
今
年
度
は
、
大
学
ら

し
さ
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
な

講
演
会
を
催
す
企
画
が
予
定
さ
れ
、

教
育
後
援
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

学
生
た
ち
へ
の
支
援
を
か
ね
、
教

育
懇
談
会
第
二
部
を
『
丸
山
和
也

弁
護
士
講
演
会
』
と
し
て
、
大
学

祭
実
行
委
員
会
と
の
共
催
開
催
と

い
た
し
ま
し
た
。
 

　
講
師
の
丸
山
氏
は
、
現
在
、
Ｔ

Ｖ
等
で
も
活
躍
し
、
日
本
テ
レ
ビ

「
行
列
の
で
き
る
法
律
相
談
所
」

で
も
お
な
じ
み
で
す
が
、
今
夏
は
、

２４
時
間
テ
レ
ビ
で
１
０
０
㎞
マ
ラ

ソ
ン
を
完
走
し
、
知
名
度
も
一
段

と
ア
ッ
プ
し
た
よ
う
で
す
。
そ
の

効
果
あ
っ
て
か
、
教
育
懇
談
会
の

出
席
率
は
例
年
以
上
の
伸
び
を
み

せ
、
一
般
来
場
者
用
の
整
理
券
も

あ
っ
と
い
う
間
に
、
配
付
終
了
。

人
気
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
ま
し

た
。
当
日
は
、
会
場
で
あ
る
今
年

度
新
設
の
大
講
義
棟
Ａ
１
０
０
教

室
で
の
模
様
を
、
教
室
下
の
学
生

ホ
ー
ル
で
、
５０
イ
ン
チ
テ
レ
ビ
に

ラ
イ
ブ
上
映
し
、
一
人
で
も
多
く

の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
工
夫
が
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
講
演
会
は
、
取
り
扱
っ
た
弁
護

や
Ｔ
Ｖ
の
裏
話
、
６０
歳
目
前
で
挑

戦
し
た
１
０
０
㎞
マ
ラ
ソ
ン
、
近

隣
の
御
津
町
出
身
で
あ
る
こ
と
な

ど
話
題
に
こ
と
か
か
ず
、
ま
た
ご

自
身
の
経
歴
か
ら
も
、
学
生
保
護

者
ら
来
場
者
へ
、
楽
し
く
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
お
話
を
お
聴
か

せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
学

生
か
ら
の
質
問
に
も
気
軽
に
答
え

ら
れ
、
Ｔ
Ｖ
で
の
印
象
ど
お
り
親

し
み
や
す
く
、
笑
い
の
う
ち
に
も

聴
き
ご
た
え
の
あ
る
講
演
会
と
な

り
ま
し
た
。
 

平井  康夫会長 

 

ひらい　やすお  

教育後援会 

　
１０
月
２９
日
（
土
）
、
平
成
１７
年
度
教
育
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

今
年
度
は
、
第
一
部
と
し
て
大
学
の
現
況
報
告
、
続
い
て
の
第
二
部
で
は
、
 

丸
山
和
也
弁
護
士
講
演
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
 

教
育
懇
談
会

教
育
懇
談
会
 

教
育
懇
談
会

教
育
懇
談
会
 

教
育
懇
談
会
 

　
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

教
育
後
援
会
長
の
平
井
で
ご

ざ
い
ま
す
。
本
日
は
、
何
か

と
お
忙
し
い
中
、
教
育
懇
談

会
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
本
懇
談
会
は
、
本
会
の
会

員
で
あ
る
我
々
、
関
西
福
祉

大
学
の
学
生
の
保
護
者
と
教

職
員
の
皆
さ
ん
と
の
よ
り
よ

い
連
携
を
目
的
と
し
て
実
施
し
、

非
常
に
重
要
な
行
事
と
し
て
、

毎
年
多
数
の
会
員
の
み
な
さ

ま
に
ご
参
加
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
 

　
特
に
、
今
年
度
の
出
席
者

は
１
５
４
名
と
、
昨
年
、
一

昨
年
と
比
べ
、
参
加
者
が
大

幅
に
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
 

　
こ
れ
は
、
会
員
の
皆
様
が
、

関
西
福
祉
大
学
の
教
育
や
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
組
み
、
学
生
た
ち

へ
の
指
導
・
支
援
の
現
況
な
ど

に
つ
い
て
、
大
き
な
関
心
を
持

た
れ
、
ま
た
、
本
会
の
活
動
へ

の
深
い
ご
理
解
と
ご
関
心
を
お

も
ち
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
の

現
れ
で
あ
る
と
、
会
長
と
い
た

し
ま
し
て
、
お
礼
申
し
上
げ
る

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 ―
平
成
１７
年
度
の
 

　
　
　
　
主
な
実
施
事
業
―
 

　
こ
こ
で
、
４
月
の
総
会
に
お

き
ま
し
て
ご
承
認
い
た
だ
き
ま

し
た
、
本
年
度
事
業
（
案
）
に

基
づ
い
て
、
本
年
度
前
半
に
実

施
い
た
し
ま
し
た
主
な
事
業
の

実
施
状
況
の
概
要
に
つ
き
ま
し

て
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
 

　
ま
ず
、
会
報
の
発
行
で
す
が
、

５
月
と
８
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
２４

号
、
２５
号
を
発
行
い
た
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
、
会

員
の
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
情
報
を
掲
載
す
る
こ
と

も
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
大
学

の
教
育
後
援
会
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
 

　
他
に
、
教
育
振
興
関
係
で
は
、

情
報
処
理
室
・
Ｌ
Ｌ
教
室
の

器
材
類
の
調
達
及
び
補
修
、

国
際
福
祉
機
器
展
の
見
学
・

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
福
祉
の

就
職
フ
ェ
ア
へ
の
参
加
の
た

め
の
助
成
等
の
就
職
指
導
助
成
、

部
・
サ
ー
ク
ル
へ
の
助
成
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年
度
よ
り
、
貸
付
か
ら
給

付
に
変
更
し
ま
し
た
、
本
会

奨
学
金
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
時
点
で
は
利
用
者
は
お
り

ま
せ
ん
。
 

　
後
半
期
に
つ
き
ま
し
て
も
、

大
学
と
連
携
・
協
力
し
つ
つ
、

計
画
的
に
事
業
を
実
施
し
て

い
く
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
本
会
の
活
動
へ
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
汐
風
通
信
等
を
通

じ
て
ご
案
内
い
た
し
て
お
り

ま
す
よ
う
に
、
大
学
で
は
、

来
年
４
月
の
看
護
学
部
開
設

に
む
け
、
諸
準
備
を
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
会
長
と
い
た

し
ま
し
て
も
、
看
護
学
部
の

開
設
を
控
え
、
社
会
福
祉
学

部
と
看
護
学
部
の
２
学
部
体

制
下
に
お
け
る
、
教
育
後
援

会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
事

務
局
と
検
討
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
主

な
検
討
項
目
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
名
称
・
組
織
、
事
業

内
容
、
委
員
・
役
員
の
数
、

会
費
、
諸
規
程
の
改
定
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
 

　
学
部
が
増
え
る
こ
と
に
よ

る
大
き
な
変
更
は
、
会
員
数

の
増
加
と
い
う
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
基
本
的
に
は
、
現
状

で
実
施
し
て
い
る
事
業
内
容

等
で
、
大
き
く
変
更
を
要
す

る
よ
う
な
こ
と
は
少
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に

い
た
し
ま
し
て
も
、
検
討
結

果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
役
員

会
、
委
員
会
で
の
検
討
を
へ

て
、
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

く
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

―

汐
風
祭
の
成
功
に
む
け
て

―

　
さ
て
、
昨
年
度
ま
で
は
、

本
懇
談
会
の
な
か
で
、
大
学

の
先
生
か
ら
ご
講
演
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
本

年
度
は
、
午
後
１
時
よ
り
、

大
学
祭
実
行
委
員
会
と
の
共

催
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
講
師
は
、
テ
レ

ビ
な
ど
へ
の
出
演
で
、
皆
さ

ん
よ
く
ご
存
知
の
丸
山
和
也

弁
護
士
で
す
。
個
性
あ
ふ
れ
る

ユ
ニ
ー
ク
な
内
容
の
お
話
が
お

聴
き
で
き
る
も
の
と
思
い
ま
す

の
で
、
整
理
券
を
お
持
ち
の
方

は
、
是
非
と
も
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
 

　
ま
た
、
今
日
と
明
日
は
、
大

学
祭
が
開
催
さ
れ
、
学
生
た
ち

が
計
画
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
や
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
是
非
、

ご
見
学
・
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
て
、
学
生
た
ち
を
励
ま

し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、
お
時
間
、
都
合
が

よ
ろ
し
い
方
は
、
ぜ
ひ
ご
見
学
、

ご
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
 

 

丸
山

和
也

弁
護
士
 講
演
会
 



１０
月
２８
日（
金
）…
前
夜
祭
 

　
 
２９
日（
土
）…
本
祭
1
日
目
 

　
 
３０
日（
日
）…
本
祭
2
日
目
 

 

　
汐
風
祭
の
両
日

「
第
２
回
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」

が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
 

　
卒
業
生
が
こ
こ

関
西
福
祉
大
学
で
、

旧
友
と
思
い
出
を

懐
か
し
み
、ま
た

新
た
な
出
会
い
と

思
い
出
を
作
る
機

会
と
な
る
よ
う
開
催
さ
れ
る
こ
の
企

画
。
本
年
は
昨
年
度
を
上
回
る
１
６

７
名
の
先
輩
が
大
学
を
訪
れ
ま
し
た
。

集
い
の
場
と
な
っ
た
喫
茶
ラ
イ
ム
内

は
ま
る
で
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の

よ
う
に
、学
生
時
代
と
変
わ
ら
な
い

笑
顔
が
溢
れ
ま
し
た
。
 

 

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
秋
の
寒
空
に
９５
連
発

花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
大
学
祭
実
行
委
員

会
の
フ
ァ
イ
ヤ
ー
と
と
も
に
、
今
年
の
汐
風

祭
も
終
わ
り
を
告
げ
ま
し
た
。
 

　
「
オ
レ
ん
大
学
こ
な
い
か
！？
」
。
今
年
度
の

テ
ー
マ
ど
お
り
、
史
上
最
高
の
来
場
者
を
記
録
し

た
第
９
回
汐
風
祭
に
は
、
の
べ
８
、
０
０
０
人
を

超
え
る
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
前
夜
祭
で
は
、
カ
レ
ー
と
わ
か
め
ス
ー
プ
が
無

料
で
ふ
る
ま
わ
れ
、
綱
引
き
選
手
権
、
バ
ン
ド
ラ

イ
ブ
な
ど
で
、
翌
日
か
ら
は
じ
ま
る
本
祭
に
む
け

て
、
学
生
た
ち
一
同
士
気
を
高
め
ま
し
た
。
 

　
本
祭
１
日
目
。
子
供
た
ち
む
け
の
催
し
に
は
、

昔
の
お
も
ち
ゃ
作
り
の
コ

ー
ナ
ー
や
、
今
年
初
め
て

の
試
み
と
し
て
、
移
動
動

物
園
ふ
れ
愛
〜
Z
O
O
〜

を
開
催
し
ま
し
た
。
ス
テ

ー
ジ
で
は
、
お
笑
い
王
決

定
戦
、
赤
穂
自
慢
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
０
５
、
そ

し
て
ゲ
ス
ト
平
川
地
一
丁

目
ラ
イ
ブ
と
、
盛
り
だ
く

さ
ん
な
企
画
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
屋
内
で
も
、

恒
例
と
な
っ
た
演
劇
部
公
演
、

吹
奏
楽
部
の
コ
ン
サ
ー
ト
、

丸
山
和
也
弁
護
士
講
演
会

な
ど
の
人
気
企
画
が
催
さ
れ
、

学
内
は
汐
風
祭
の
お
祭
り

ム
ー
ド
一
色
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
本
祭
２
日
目
に
は
、
来
場
者
の
方
へ

福
祉
大
ら
し
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
参
加
型
の
車
イ
ス
バ
ス
ケ
ッ
ト

や
、
音
楽
療
法
を
紹
介
す
る
新
発
見
っ
！

わ
く
わ
く
♪
（
お
ん
が
く
）
隊
が
行
わ

れ
、
開
催
会
場
に
は
、
来
場
者
の
方
々

の
歓
声
が
響
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

日
は
タ
レ
ン
ト
企
画
が
次
々
と
登
場
し
、

岩
佐
真
悠
子
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
と
、
吉
本

お
笑
い
ラ
イ
ブ
に
千
鳥
、
な
か
や
ま
き

ん
に
君
、
今
年
大
ブ
レ
イ
ク
し
た
レ
イ

ザ
ー
ラ
モ
ン
が
登
場
。
汐
風
祭
最
終
日

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
盛
況
と
な
り
ま

し
た
。
 

 

注 

「第２回ホームカミングデー」 
開催報告  

（
ト
コ
）
 

 
１１
月
２３
日
（
祝
）
、
課
外
活
動
委
員
会
主
催

の
体
育
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
例
年
、
課
外
活

動
委
員
会
で
は
、
６
月
に
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
を

主
催
し
、
部
・
サ
ー
ク
ル
ま
た
一
般
学
生
の
交

流
を
は
か
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
、
「
あ

じ
さ
い
ま
つ
り
と
秋
季
球
技
大
会
を
あ
わ
せ
た

大
規
模
な
も
の
を
」
と
意
気
込
み
、
第
１
回
体

育
祭
と
銘
打
っ
た
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
開

催
し
ま
し
た
。
 

　
参
加
者
は
、
１１
団
体
・
９１

名
。
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
キ
ャ

ッ
チ
や
大
縄
跳
び
、
障
害
物

リ
レ
ー
の
競
技
に
汗
を
流
し

ま
し
た
。
優
勝
団
体
に
は
賞

金
が
贈
ら
れ
、
そ
の
ほ
か
に

も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
賞
、
塩
少

賞
（
○
ハ
プ
ニ
ン
グ
に
よ
り
体
育
祭
を
盛
り

上
げ
た
チ
ー
ム
に
贈
ら
れ
、
賞
品
は
お
塩
セ
ッ

ト
）
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
賞
も
用
意
さ
れ
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
休
憩
中
に
は
、
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
を
行
い
、
学
生
同
士
の
交
流
と
い

う
目
的
を
十
分
に
達
成
で
き
た
よ
う
で
す
。
課

外
活
動
委
員
会
で
は
、

「
誰
で
も
参
加
で
き

る
競
技
で
、
日
頃
の

運
動
不
足
や
ス
ト
レ

ス
を
解
消
で
き
る
よ

う
、
来
年
も
ぜ
ひ
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
開

催
し
た
い
」
と
の
こ

と
で
す
。
 

 



・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  

「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
　 

　
ど
こ
で
も
ド
ア
？
」 

　お姉さんは、本学卒業生。延藤さんは、高校時代に
障害児施設にボランティアに行き、福祉に興味を持った
そうです。ボランティアでは、｢はじめは難しく考えてい
ましたが、ハンディをもつ子供たちが、健常児と変わら
ず『お姉ちゃん、お姉ちゃん』と慕ってくれ、自分が抱い
ていたイメージが変わりました｣。体を動かすことが好
きで、障害者スポーツに関わる仕事がしたいと思ってい
ますが、その前に海外ボランティアにも挑戦したいとか。
電気も水道もないような未開の地で、子供たちの世話
をしたいと考えています。そのために、現在アルバイト
を3つかけもちし、貯金をしているそうです。今年は、
大学祭実行委員会広告局長をひきうけ、汐風祭を成功
させるために奔走しました。汐風祭の運営を通し、お
金の大切さや言葉遣い、一人でできることの限界など
を学びました。｢みんなで準備してきたものが実を結ん
だことに感激しました！｣と、笑顔で語ってくれました。 

「
意
外
と
か
わ
い
い
…
？ 

　
先
輩
で
す
。」 

　２年前、おばあちゃんが特別養護老人ホームに入ることになり
ました。両親の親は祖母一人だけの今、専門的な介護を学びた
いと思い、本学へ入学。3年次生になり、1ヶ月間の実習を体験
しました。職員の方の仕事を見ながら、自分が何をどうしたらよ
いのか考える日々が続きました。でも、最終日には、一人で介護
を任され、担当した方から「ありがとう」と声をかけてもらえた時、
こんな自分でも役に立てるのだとすごく感動したそうです。将来
の目標は、在宅介護の会社を立ち上げること。自分の家に居な
がら、介護の支援を受け、老人が安心して、暮らしていけるよう
な社会をめざしたいそうです。来年から始まる就職活動。｢受け
たい会社も決まっているのでがんばります。そして、何年間か勉
強し修行を積んで、いつか独立してみせます｣と、将来の目標を
語ってくれました。最近、はまっていることが一つ。先輩に誘われ、
海へナマコを取りに入ること。（！）寒くなった今の時期が一番よ
いそうです。ウェットスーツも自前で、週に一度は潜っています。
水中で見る世界に魅了されつつ、自然の神秘を感じています。
　 

「
い
つ
も
笑
顔
の
た
え
な
い 

　
カ
ワ
イ
イ
後
輩
で
す
」 

　自宅通学の森さんですが、今年は大学祭実行委員会の渉
外局局長。3ヶ月間、市内の短期滞在マンションで下宿生活
をし、汐風祭の準備期間中は、夜遅くまで委員の皆と企画や
準備に明け暮れる毎日でした。功をそうし、汐風祭は両日と
もに大盛況。イベントも盛り沢山。タレントの接待、フリーマ
ーケット、そして花火と、終日走り回り、ゆっくり歩いて祭りを
楽しむことはできなかったのだとか。でも、｢皆が一生懸命仕
事をしていたので、自分もがんばれました。やり遂げた達成
感を皆と味わえ、よい思い出となりました｣。今は、汐風祭も
終わり、普段の生活に戻りました。入学するきっかけとなった
認定心理士をめざし、心理福祉コースの授業に没頭してい
ます。毎回実験を行い、レポート提出もあります。実験は好き
ですが、レポートは、大変･･･ 。｢苦戦しつつ、がんばってい
ます（笑）｣。明るくて、人当たりがよく、友達からの信頼も厚
いようで、｢誰にでも公平に接することができ、笑顔がチャー
ムポイント｣と、ある先輩の太鼓判が寄せられました。 
　 
 

「
や
さ
し
く
て
、 

  

お
も
し
ろ
い
お
兄
ち
ゃ
ん
」 

友
達
の
和
田
さ
ん
は
？ 

友
達
の
延
藤
さ
ん
は
？ 

友
達
の
土
居
さ
ん
は
？ 

友
達
の
森
さ
ん
は
？ 

和田　健太郎／3年　 
わ　だ けんたろう 

（大阪府　金光大阪高等学校出身） 
延藤�友美／2年　 
のぶとう ゆ　み 

（岡山県　玉野光南高等学校出身） 
土居　大樹／3年　 
ど　い ひろき 

（兵庫県　相生産業高等学校出身） 
森　春菜／2年　 
もり はるな 

（兵庫県　加古川西高等学校出身） 

N0.113

�「今、特に力をいれて取り組んでいることは何ですか」との
質問に、｢部活動｣と即答。３年次生で、硬式野球部主将とな
った和田君は、お父さんが野球チームのコーチをしていた影
響で幼稚園の頃から野球を始め、今でも野球が大好きだそう
です。高校時に、甲子園に出場した経験もあるそう（！）。部
活動は、授業の関係で全員揃っての練習が難しいのですが、
年次ごとに週５日の練習をこなしています。練習内容も主将
自ら考え｢大変だけど、好きな野球のことなので、苦になりま
せん｣とのこと。今年の大学祭では、ファッションショーのモ
デルをしました。そのために、数日間ウォーキングの練習も
し（結構本格的？）汐風祭当日もキレイにウォーキング。みん
なに注目されて鼻高々。よい経験ができました。下宿生活の
中で、アルバイトは欠かせません。勉強にサークル、アルバイ
ト。仕事をして自分で稼ぐのがどんなに大変か、身をもって実
感しているそうです。将来は、人と関わり話しをするのが好
きなので、｢ソーシャルワーカーの仕事に就きたい｣そうです。 

N0.114N0.115 ふ
じ
い     

ひ
よ
り 

「
意
外
と
頼
れ
る
存
在
」 

　高校時代に小さい頃から続けてきた野球で腰痛になり、治る
までに1年半かかりました。その間、親や友達に励まされたり、
助けられたりしているうちに、「次は誰かのために何かをしたい」
と思い、福祉の道を選んだそうです。人見知りせず、誰とでも気
兼ねなく話せるのが自分の特徴だという安達くん。今年は３ｏｎ３
サークルの部長を務め、約８０人の部員をまとめることに力を入
れてきました。一番大変だったのは、部員に練習に来るように
呼びかけることです。練習日には、来てない部員に電話をかけま
くりました。先日、部長も代替わりし、花束とケーキと「お疲れ
様でした」という言葉に、部長をやってよかったと心から思った
そうです。部長をひきつぎ、肩の荷が降り、今は仲の良い先輩
が卒業してしまうことが寂しいらしく、そのことで頭がいっぱい
です。（！？）現在、その先輩のために「○○○○」を計画中です。
尊敬する人は、ご両親。｢どんなところが？｣との質問には、親
の期待や理想を押しつけたりせず「自分の思う道を生きなさい」
と言ってくれるところだそうです。親と友人たちに「感謝!!」。 

友
達
の
安
達
さ
ん
は
？ 

安達　裕介／3年　 
あだち ゆうすけ 

（兵庫県　明石高等学校出身） 

N0.116 N0.112 No.111 

藤
井
　
日
和
さ
ん
の
友
達
か
ら
ス
タ
ー
ト
！！
 

 赤穂市を例として、地域の福祉行政を学

ぶことができるよう開講された「赤穂学」。 

　学生たちは、毎週、財政、福祉、医療、

教育など、多様な側面から“赤穂”をさぐ

り、現況と課題を考察しています。１１月１８日（金）のテーマは、児童福祉

でした。講師として、赤穂市健康福祉部　子育て健康課長　前田氏ほかを迎

え、赤穂市で行われている児童の育成プランの紹介や、児童サービスの実態

などのレクチャーを受けました。学生たちは、真剣に耳を傾けながら、後半

の発言の場では、「地域ぐるみで、育児環境を整えていくようなプランが必

要だと思う」「平日しか利用できないサービスを、もっと改善していけばよ

いのではないか」など、赤穂市の課題を自分たちの問題として受け止め、活

発に意見交換を行いました。 

 

　
１０
月
３０
日（
日
）
関
西
福
祉
大
学
に
て
平
成
１７
年
度
校
友
会

総
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の
議
題
が
審
議
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
（１）
 平
成
１６
年
度
事
業
報
告
 

　
（２）
　平
成
１６
年
度
収
支
決
算
報
告
 

　
（３）
　平
成
１６
年
度
収
支
決
算
監
査
報
告
 

　
（４）
　平
成
１７
年
度
事
業
計
画
 

　
（５）
　平
成
１７
年
度
収
支
補
正
予
算
 

　
（６）
　事
業
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
報
告
 

　
（７）
 新
役
員
紹
介
及
び
役
員
改
選
結
果
報
告
 

 　
校
友
会
は
、
母
校
発
展
の
援
助
を
重

要
な
目
的
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、

（６）
に
あ
る
事
業
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
「
校
友
会
館
」
の
建
設
計
画
、
校
友
会

奨
学
金
の
創
設
、
開
学
１０
周
年
記
念
事

業
等
、
在
学
生
（
後
輩
）
の
支
援
の
た

め
に
精
力
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

  

校
友
会
総
会
報
告 

平
成
１７
年
度 

校
友
会
総
会
開
催 

回
 

講
　
 
師
 

 

内
　
 
容
 

日
　
 
程
 

１ ２ ３ ４ ５ 
１０
月
１５
日（
土
） 
介
護
保
障
の
課
題
と
展
望
 

関
西
福
祉
大
学
教
授
 

　
　
　
三
友
　
雅
夫
 

 

１０
月
２２
日（
土
） 
男
性
が
子
育
て
に
関
わ
る
 

意
味
と
余
地
 

  

関
西
福
祉
大
学
講
師
 

　
　
　
坪
井
　
貴
子
 

 

１０
月
２９
日（
土
） 
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
 

関
西
福
祉
大
学
講
師
 

　
　
　
井
上
　
深
幸
 

１１
月
５
日（
土
） 
播
州
織
女
性
の
歴
史
 

 

関
西
福
祉
大
学
助
教
授
 

　
　
　
岩
本
真
佐
子
 

 

１１
月
１２
日（
土
） 
心
の
つ
ま
ず
き
の
あ
る
思
春
期
の
 

子
供
達
と
の
か
か
わ
り
を
通
し
て
 

 

関
西
福
祉
大
学
教
授
 

　
　
　
坂
本
　
英
夫
 

平
成
１７
年
度 

市
民
福
祉
大
学
講
座 

授 業 ｢赤 穂 学｣ 
　
平
成
１７
年
度
市
民
福
祉
大
学
講
座
が
、
赤
穂
市
中
央
公
民
館

と
関
西
福
祉
大
学
の
共
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
当
講
座
の
テ
ー
マ
は
、
『
幸
せ
づ
く
り
〜
福
祉
と
そ
の
周
辺

に
み
る
課
題
〜
』
で
し
た
。
福
祉
を
「
人
々
の
幸
せ
づ
く
り
」

と
い
う
観
点
か
ら
み
つ
め
、
こ
れ
か

ら
の
介
護
保
険
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
は
、
利
用
者
の
た
め
に
ど
の
よ

う
に
構
築
さ
れ
る
の
か
を
探
り
ま
し

た
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
と
の
関
わ

り
方
や
、
播
州
織
女
性
の
歴
史
な
ど
、

異
分
野
の
学
習
を
通
し
て
、
幅
の
あ

る
知
識
が
持
て
る
よ
う
講
義
内
容
が

盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
 

 



平
成
１８
年
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入
試
概
要 

　
１２
月
５
日
（
月
）
に
、
本
学
看
護
学
部
看
護
学
科
の
設
置
が
、

文
部
科
学
省
よ
り
正
式
に
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
認
可
を
受
け

て
、
１２
月
６
日
（
火
）
よ
り
看
護
学
部
公
募
制
推
薦
入
試
の
出

願
受
付
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。 

看
護
学
部
看
護
学
科
の
設
置
が 

認
可
さ
れ
ま
し
た  

 

第
４２
回
 幼
少
児
健
康
教
育
セ
ミ
ナ
ー
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新・刊・紹・介 　
平
成
１７
年
１１
月
２７
日
（
日
）
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
に
て
、
服
部
伸

一
助
教
授
を
世
話
人
と
し
て
、
「
第
４２
回
幼
少
児
健
康
教
育
セ
ミ
ナ
ー
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
主
催
　
日
本
幼
少
児
健
康
教
育
学
会
）
。
 

　
「
親
子
で
楽
し
む
手
遊
び
・
歌
遊
び
」
（
香
川
短
期
大
学
　
石
井
浩
子

講
師
）
、
「
親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
」
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
生
涯
学
習
サ
ポ
ー

ト
兵
庫
　
山
崎
清
治
氏
）
な
ど
の
実
技
講
座
や
、
「
子
ど
も
の
睡
眠
」

（
関
西
福
祉
大
学
　
服
部
伸
一
助
教
授
）、
「
子
ど
も
の
自
然
体
験
」
（
兵

庫
教
育
大
学
　
嶋
崎
博
嗣
助
教
授
）
に
関
す
る
講
演
な
ど
が
行
わ
れ
、
４０

名
の
参
加
者
が
熱
心
に
聴
講
し
ま
し
た
。
本
学
学
生
も
多
数
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
加
し
、
子
ど
も
の
健
康
に
関
す
る
学
び
を
深
め
ま
し
た
。
 

　福祉分析シリーズ4 

『地域福祉 
　　　分析論』 

　
平
成
１３
年
２
月
に
策
定
さ
れ
た
「
西
播
磨
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
見
直
そ
う
と
、
元
気
な
西
播
磨
を
語
り
合
う
「
西
播
磨
地
域

夢
会
議
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
会
議
は
、
西
播
磨
地
域
ビ

ジ
ョ
ン
委
員
会
・
西
播
磨
県
民
局
が
主
催
し
、
「
„
わ
っ
！
“

と
西
播
磨
」
（
人
と
人
を
つ
な
ぐ
『
輪
』
、
美
し
い
『
環
』
、

和
や
か
な
『
和
』
、
元
気
な
『
ワ
ッ
』
な
ど
様
々
な
「
わ
」
を

皆
で
考
え
、
元
気
な
西
播
磨
を
つ
く
ろ
う
）
を
テ
ー
マ
に
、
今

後
の
西
播
磨
の
地
域
づ
く
り
の
展
開
方
向
や
課
題
に
つ
い
て
、

意
見
交
換
を
行
な
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
し
て
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
 

　
　
 
 
 
■
と
　
き
・・・
平
成
１８
年
２
月
１１
日（
土
） 

　
　
　
　
　
　
　
 
 
　
　
１４ 
時
〜
１７ 
時（
予
定
） 

　
　
■
と
こ
ろ
・・・
関
西
福
祉
大
学
 

　
　
■
参
加
費
・・・
無
料
 

　
　
■
お
問
い
合
わ
せ
 

　
　
 
 
西
播
磨
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
会
事
務
局
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児童福祉分析論の３冊に続いて発刊され
ました。このシリーズは、筆頭編者の岡山
県立大学教授・日本地域福祉学会理事 
の井村圭壯氏がシリーズ全巻を手がけ、そ
れぞれが独立した編成となっています。 
　谷川和昭講師が手がけた『地域福祉
分析論』は、本学社会福祉分科会の教員
をはじめとして、皆の協力をえながら、その
集大成として、研究の成果が集約されてお
ります。 

編

集

後

記

 

　
子
ど
も
が
犠
牲
に
な
る
悲
惨
な
事
件

が
あ
と
を
た
た
な
い
。
被
疑
者
の
多
く

は
身
勝
手
な
理
由
に
よ
り
犯
行
に
及
ん

で
い
る
。
議
論
は
、
子
ど
も
を
ど
う
や
っ

て
守
る
か
、
と
い
う
点
に
偏
重
し
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
順
番
が
逆
の
よ

う
な
気
が
す
る
。
ま
ず
、
ま
と
も
な
大

人
を
つ
く
る
こ
と
、
こ
れ
が
優
先
課
題
で

あ
ろ
う
。
ま
と
も
で
な
い
大
人
が
、
年

齢
や
職
業
や
性
別
を
問
わ
ず
、
国
中
い

た
る
と
こ
ろ
で
悪
さ
を
し
て
い
る
。
遵
法

精
神
旺
盛
で
、
か
つ
誠
実
な
、
ま
と
も

な
大
人
を
つ
く
る
方
法
を
確
立
し
な
け
れ

ば
、
凶
悪
犯
罪
も
汚
職
も
耐
震
偽
装
も

な
く
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
　
　
　（
Ｓ
）

　 　
最
近
、
一
段
と
寒
さ
が
厳
し
く
な
り
冷

え
性
の
自
分
と
し
ま
し
て
は
、
か
な
り

過
ご
し
に
く
い
日
々
を
お
く
っ
て
お
り
ま

す
。
先
日
、
赤
穂
義
士
際
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
学
生
の
皆
さ
ん
、
寒
い
中
ご
苦

労
さ
ま
で
し
た
。
今
年
も
残
す
と
こ
ろ

あ
と
２
週
間
と
な
り
ま
し
た
。
１２
月
に

な
り
、
学
生
事
故
が
頻
繁
に
発
生
し
て

お
り
ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
、
冬
期
休

暇
中
十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
、
ま
た
元
気
な
姿
で
通
学
し
て
く
だ

さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
H
） 

 

　
今
回
初
め
て
、
学
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

汐
風
通
信
の
編
集
に
携
わ
り
ま
し
た
。

普
段
か
ら
学
生
の
方
と
話
す
機
会
は
多

い
の
で
す
が
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
こ
と
を

具
体
的
に
聞
く
の
は
初
め
て
。
こ
こ
ぞ

と
ば
か
り
に
根
掘
り
葉
掘
り
聞
い
て
み

た
り
。
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
自
分
の

目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
姿
が
見

え
て
、
と
て
も
応
援
し
た
く
な
り
ま
し
た
。

目
標
や
や
る
気
の
な
い
若
者
が
増
え
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
る
昨
今
。
ま
だ
ま
だ
日

本
も
捨
て
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
な
と
思
わ
せ

て
く
れ
た
学
生
た
ち
に
感
謝
。
　
　
　（
Ｎ
） 

  

「
長
き
夜
の
　
遠
の
眠
り
の
皆
目
覚
め
　

波
乗
り
船
の
　
音
の
よ
き
か
な
」。
こ
う
書

い
た
紙
で
帆
掛
け
船
を
折
り
、
枕
の
下
に

入
れ
て
眠
る
と
、
よ
い
夢
を
み
る
こ
と
が

で
き
る
そ
う
で
す
。
昔
の
ひ
と
は
、
日
々

の
生
活
の
な
か
で
、
こ
ん
な
ふ
う
に
ゆ
っ
た

り
気
分
を
も
ち
あ
わ
せ
て
い
た
の
か
な
あ
。

ゆ
っ
く
り
船
に
ゆ
ら
れ
な
が
ら
、
笑
顔
で
福

を
む
か
え
ま
し
ょ
う
。
お
だ
や
か
な
韻
を

ふ
ん
で
、
来
年
が
よ
い
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
Ｏ
） 

  


